
 

 

「種＝経験」をテーマに描きました 

 

 

荷物をほどいた後に捨てるはずの 

麻紐の可能性を探求 

 

 

空気は冷え切っていますが、 

太陽の光がとても明るく眩しく 

空が美しい今日この頃です。 

年末年始はご多忙かと思いますが 

どうぞご自愛くださいませ。 

いつもお世話になっております。 

今月分の請求書を送付いたしますので、何卒御査収のほどよろしくお願い申し上げます。 

いつもありがとうございます。 

 

あっという間に秋が過ぎ去り、突然真冬が来たかのような日々が続いて

おりますが、皆様お元気でいらっしゃいますか？寒い冬になりそうです

ね。 

 

先日、瞑想とアートのワークショップに参加しました。 

そのなかで、人生を「木」に喩えたお話をききました。 

種から芽がでて、幹がのび、葉がしげり、花が咲き、実がなる・・・・・・

そして、またその実から種ができて、発芽する。 

 

種は「経験」、新芽は「冒険」、幹は「自由」、葉は「愛」、花は「寛大さ」、

果実は「感謝」という言葉に象徴されるそうです。 

 

このサイクルが連綿と続いていくことは人生の営みと同じで、どの状態

もすべてが貴重で素晴らしい体験です。しかし、その状態を維持し続け

ることはできません。変わりながら続いていくのです。変容するために

これらの体験があり、ゴールではなくプロセスなのです。 

 

今日まいた種が来月には花が咲くこともありますし、昔に撒いた種が、

忘れた頃に芽が出る場合もあるかもしれません。 

予測どおりかもしれないし、「機が熟す」のを待つ時間が、思った以上に

必要な場合もあるでしょう。「ただ待つのみ」でさえプロセスなのですね。 

 

今年のはじめに「変革の年になりそう・・・」と書きました。アメリカ

ではオバマが再選しましたが、日本では自民党へ政権交代しました。昭

和のお母さんの象徴の様だった森光子さんが亡くなったことは、「時代が

大きく変わるんだなあ・・・」としみじみ感じました。 

個人的には、12月になってから新たな展開を予感させる象徴的な出来事

がありました。2006年に蒔いた種の新芽がようやくでそうな予感です。 

 

みなさまにとっての2012年はどのような一年だったでしょうか。 

今年がどんな年であったとしても、来年はまた新たな、さらに素晴らし

い一年になりますようにお祈りいたします。 

2012年もたいへんお世話になりありがとうございます 

おかげさまで、たくさんお仕事をさせていただきました 

 

2013年も 

御社と御社に関連するすべての人々、すべてのスタッフの皆様と周りの

方々がますます繁栄されますように 

御社のユーザー様が楽しく豊かな時間を過ごされますように 

弊社の社員が心身共に健康で毎日を満ち足りて笑顔で過ごせますように 

 

2013年もどうぞ宜しくお願いいたします！ 

 

 

株式会社ユニコーン   

大阪市中央区大手通1-1-2 

TEL06-6943-4560 

FAX06-6920-5311 


